
別記様式（第 14 条関係） 

附属機関等会議録 

令和元年 11月 22日  

 

会 議 の 名 称 令和元年度  第 41回島田市諏訪原城跡整備委員会  

開 催 日 時 
                13 時 45 分から 
令和元年 11 月 13 日(水曜日) 
                16 時 00 分まで 

開 催 場 所  島田市役所 4階  第 3委員会室南  

会 議 の 議 題  

《報告事項》  

●文化庁復元検討委員会の結果について  

●諏訪原城跡整備事業の進捗状況ついて  

《協議事項》  

●諏訪原城跡実施設計について（承認）  

会議の公開又は全

部若しくは一部の

非公開の別 

 公開  ・ 非公開（ 全部 ・ 一部 ） 

会議の全部又は一

部の非公開の理由  
 

公 開 の 場 合 の 
傍 聴 人 の 数 

なし  

出 席 者 の 氏 名 等  

整備委員：小和田委員長、三浦副委員長、高瀬委員、大石教育部長 

アドバイザー：富樫孝志課長代理（県文化財課） 

事務局：又平課長、山岸係長、萩原主任学芸員、渡邊技師、坂巻学芸員、田

畑嘱託員 

実施設計業者：㈱フジヤマ3名 

会 議 の 結 果  

報告事項〉 

● 文化庁復元検討委員会の結果について  

 令 和 元 年 9月 24日 （ 火 ） に 行 な わ れ 検 討 委 員 会 で 、 二 の

曲輪北馬出の土塁と土塀の整備について、無事に承認され

たことを報告し、復元検討委員会で提示した資料を説明。  

１．  諏訪原城の概要 ・・・改めて、復元 検討委員会の先

生方に諏訪原城について説明。  

２．  二の曲輪北馬出の位置と整備について・・・現在進

めている二の曲輪北馬出の史跡整備についての説明。  

３．  復元検討委員会の経緯と発掘調査結果・・・ これま

での復元検討委員会での経緯 と二の曲輪北馬出の発掘

調査の成果について説明。  

４．  土塁と土塀の設計方針・・・これまでの整備委員会

で協議してきた土塁と土塀の設計コンセプト及び基本

方針を説明。  

５．  土塁と立体工作物の整備（ 案）・・・前回の整備委

員会で、協議した案を提示。  

 以上を復元検討委員会に提示し、概ね了承を得ることが

できたことを報告 。文化庁からも、無事に復元検討委員会



での審議が終了し承認され、今後、実施設計を進めていく

よう指導があったことを報告。  

 整備委員会委員より 、了承された骨組み案につい て再度

質 問 が あ っ た が 、 門 の 両 側 3ｍ ほ ど は 板 塀 と な り 、 今 後 も

土 塀 に す る 方 向 で 文 化 庁 に 働 き か け て い く こ と を 確 認 し

た。  

● 令和元年度  諏訪原城整備事業について  

 史跡整備関係 については、諏訪原城跡史跡整備事業（二

の曲輪北馬出の土塁等の実施設⇒文化庁復元検討委員会に

て承認されたことを報告 ）、サイン整備事業（遺構サイン

3基設置予定 ⇒ 9月に入札を終え、令和 2年 2月末までには設

置 予 定 ） 、 諏 訪 原 城 跡 パ ン フ レ ッ ト 増 刷 す る ⇒ 8 月 に

12,000枚 増 刷 （ ビ ジ タ ー セ ン タ ー の オ ー プ ン 及 び 続 日 本

100名城に認定されたため、来場者が増えた。  

 教育普及関係ついては、整備委員の先生 （中井均先生）

に よ る 諏 訪 原 城 講 演 会 を 令 和 2年 2月 2日 (日 )に 開 催 予 定 、

諏訪原城ビジターセンターの展示コーナーの活用 （諏訪原

城が ツアーコースに組み込まれ ることが増え、ビジターセ

ンターを利用）、金谷高校及び島田樟誠高校の 出前授業や

小中学校の社会見学の対応、また、静岡県考古学会による

研 修 会 や 沼 津 市 主 催 に よ る 浜 松 市 ・ 島 田 市 協 力 イ ベ ン ト

（「興国寺城と続日本 100名城」）を開催した。  

 そ の 他 に は 、 NPO法 人 里 山 仕 事 し ょ ん た 塾 、 金 谷 退 職 者

福 祉 共 催 会 等 の 市 民 団 体 等 に よ る 環 境 整 備 事 業 を 11月 2日

に実施。さらに、 島田 市工業高等学校建築科 の生徒に諏訪

原城ジオラマ模型の製作を依頼。 令和 2年 2月末までに諏訪

原城ビジターセンターへ設置し、お披露目 式を行なう 計画

である。  

 諏 訪 原 城 の 活 用 ・ プ ロ モ ー シ ョ ン に つ い て は 、 10月 6日

にしまだ 未 来カフェを実施し、諏訪原城及びビジターセン

タ ー を 見 学 後 、 諏 訪 原 城 の 活 用 に つ い て 意 見 を 発 表 。 ま

た、 12月 21・ 22日のお城エキスポへ 参加し、諏訪原城の情

報発信及び諏訪原城グッズを販売する予定。  

以上、各事業について報告し、承認された。  

 整備委員会委員 より 、お城エキスポで販売する諏訪原城

グッズの 御城印やその他のグッズに使用する丸馬出マーク

についての質問等があり、お城エキスポの販売状況を見た

上で、今後、デザイン及び販売方法を検討していきたいと

回答した。 また、ジオラマについての質問があり、丸馬出

の機能を知ってもらうこと、諏訪原城の最終形であり徳川

方が守っていることなどを説明。  

〈協議事項〉  

● 諏訪原城跡実施設計について  

 実施設計 業者の㈱フジヤマが土塀の壁 の構造案について



説明 し、先生方に協議して頂いた。 フジヤマより、①控柱

案 、 ② 太 柱 案 、 ③ 鉄 骨 柱 案 の 3案 が 提 示 さ れ た が 、 協 議 の

結果、③案を再度検討し、提出してもらうことになった。

先生方の指摘事項を基に、安全・耐久性及び今後の整備を

考えた上で検討するよう指導があった。  

提出された資料等 

● 復元検討委員会資料  

● 令和元年度諏訪原城跡整備事業計画（進捗状況）  

● 土塀の構造比較検討資料  

● 島 田 工 業 高 等 学 校 の ジ オ ラ マ 模 型 の 状 況 及 び 諏 訪 原 城

グッズの製作について  

会議を所管する課

の名称 
島田市教育委員会博物館課 

その他必要な事項  
 


